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市民と築く安心で健康なまち　しろい　～つなげよう！人と笑顔　地域の輪～

人口　62,563人（＋ 65）
男　　31,290人（＋ 35）
女　　31,273人（＋ 30）
世帯　24,222戸（＋ 53）
※9月末日現在。
（　）内は前月比。

■市の財政事情……………………………2
■新庁舎の構造形式を決定………………3
■11月12日㈬～ 25日㈫は「女性に対する
暴力をなくす運動週間」です……………4
■平成27年度「保育所入所」「家庭的保
育利用」の申し込みを受け付けます……5
■子育て支援施設からのお知らせ………6
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市 民 文 化 祭

◆

◆

◆

◆

　市民文化祭が10月31日から始まりました。一般展示部門を
皮切りに11月23日㈷のダンスフェスティバルまで、作品の展
示や舞台の発表など多彩な催しが繰り広げられます。
　文化センターを主会場に開催していますので、友達や家族
と一緒に見学したり、催し物に参加してみませんか。
　日程や催しの詳細については下表のとおりです。
※将棋大会は西白井複合センターで、囲碁大会は冨士センター
で行います。
　11月3日㈷以外の月曜日と4日㈫は文化センターが休館のた
め、展示の見学はできません。
█　文化課文化班　☎（492）1123

～芸術・文化活動の成果を発表～

市民文化祭展示大会部門　日程表
部門 展示会等 日程 会場 開催時間

一
般
の
作
品
展
示
な
ど

写真

10月31日㈮～
11月3日㈷

文化センター
2階中ホール

9:00 ～ 17:00
（最終日は

15:00まで）

陶芸
手工芸
俳句
短歌
切手

菊花

11月2日㈰・
3日㈷

文化センター
駐車場

盆栽・山野草 文化センター
駐車場・2階研修室

華道 文化センター
2階研修室

10:00 ～ 17:00
（最終日は

15:00まで）

催
し
物

昼間の星を見る会
11月3日㈷

文化センター
正面玄関前
（悪天候時中止）

11:30 ～ 13:30

アマチュア無線 文化センター
2階ホール 9:00 ～ 15:00

お茶会 11月2日㈰ 文化センター
2階和室 11:00 ～ 15:00

将棋大会 11月1日㈯～
3日㈷

西白井複合センター
2階作法室

9:30 ～ 17:00
（最終日は

15:00まで）

囲碁大会 11月2日㈯ 冨士センター
1階休養室 9:00 ～ 17:00

学
校
部
門
展
示

幼稚園児作品 11月6日㈭～
12日㈬

文化センター
3階郷土資料館・ギ
ャラリー

9:00 ～ 17:00
（最終日は幼稚
園児の作品は
15:00まで、そ
のほかは16:00
まで）

小･中学校生徒作品
11月7日㈮～
12日㈬

文化センター
2階研修室・中ホール

キャンパスピ市の
子どもたちの絵

文化センター
2階研修室

ダンスフェスティバルVOL.13
日時　23日㈷　午後0時30分～
会場　文化会館大ホール
出演団体　MＪＳ（ジャズダンス）、白井ジャズダンスクラブ　レオター
ド（ジャズダンス）、カウラレイフラチーム・キエレ（フラ）、コパン・ド・
ダンセ（キッズダンス）、アロハ　フラ　ナニ（フラ）、プティ・リトル
バレエ（バレエ）、RED HOT（ヒップホップ）、K-Ｇrace Ballet junior 
group（バレエ）、BALLET LIFE2014 in KG（バレエ）、Mimi Fille（ヒッ
プホップ）、タッキー（ジャズダンス）

芸能祭
日時　3日㈷　午後0時30分～
会場　文化会館大ホール
出演団体　白井吟詠会（詩吟）、岳丈吟詠会（詩吟）、栄風会（詩吟）、
黎明吟詠会（詩吟）、松謡会（民謡）、東会（舞踊）、寿仙会（舞踊）、秀
麗会（舞踊）、北総会（舞踊）、櫻蕉会（舞踊）、葵会（舞踊）、小笠原会
（舞踊）、都の会（舞踊）、英語劇教室（演劇）

第28回市民音楽祭
日時　8日㈯　午前10時～・9日㈰　午前11時～
会場　文化会館大ホール
出演団体（出演順）
【8日】　箏遊会（箏曲）、ユーカリアンサンブル（器楽合奏）北総リー
ドアンサンブル（ハーモニカアンサンブル）、伝統文化交流協会（箏曲）、
池の上小学校吹奏楽部（吹奏楽）、コーラス『アムール』（混声合唱）、
M.I.N.（混声合唱）、コーラルリーフ（女声合唱）、グリーンホッパーズ（混
声アンサンブル）、響（女声合唱）、おやじってブラボー合唱団（男声合唱）、
千葉ニュータウン・フィルハーモニー・オーケストラ（弦楽アンサンブ
ル）、THE　EGG(エレキバンド）
【9日】　千葉ニュータウンシニアアンサンブル「ノービレ」（器楽合奏）、
絃の会（箏曲）、白井ウクレレサークルアパネパ（ウクレレ）、むつみ会
コーラス部（混声合唱）、コール・アミ（女声合唱）、ハミングウェーブ
（女声合唱）、白井サンライズ合唱団（男声合唱）、白井少年少女合唱団（合
唱）、千葉ニュータウン混声合唱団（混声合唱）、スウィング・ホワイト・
ジャズ・オーケストラ（スウィング・ジャズ）

昨年の「一般作品展示」の様子

問

　
白
井
市
出
身
の
安
藤
美
希
子
さ
ん

が
、
9
月
19
日
か
ら
韓
国
の
仁

イ
ン
チ
ョ
ン
川
で

開
催
さ
れ
た「
第
17
回
ア
ジ
ア
大
会
」

の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
女
子
58

㌕
級
に
出
場
し
、
自
身
の
日
本
記
録

を
更
新
す
る
、
ト
ー
タ
ル
2
1
2
㌕
を

マ
ー
ク
し
て
5
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
安
藤
さ
ん
は
、
白
井
中
学
校
出
身

で
、
中
学
生
の
時
は
陸
上
部
に
在
籍

し
、
練
習
中
同
級
生
や
後
輩
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
姿
が
指
導
者
向
き
で

は
な
い
か
と
当
時
の
顧
問
の
先
生
か

ら
言
わ
れ
、
体
育
の
教
員
を
目
指
し

埼
玉
県
の
高
校
に
進
学
し
、
現
在

は
、
平
成
国
際
大
学
の
4
年
生
で

す
。
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始

め
た
切
っ
掛
け
を
伺
う
と
、「
高
校

1
年
生
の
時
に
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
の
全
国
大
会
が
沖
縄
で
開
催
さ

れ
、
沖
縄
に
行
く
こ
と
と
、
飛
行
機

に
乗
る
こ
と
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と

で
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
普
段
の
練
習
は
、「
バ
ー
ベ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
が
基
本
と
の
こ
と
で
、

持
ち
挙
げ
る
重
量
を
定
め
、
そ
れ
を

ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
を
日
々
の
目

標
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
記
録
を
更
新
し
た
試
合
で
特
に
印

象
に
残
っ
た
試
合
は
、「
高
校
生
の

時
に
、
こ
の
大
学
の
卒
業
生
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
試
合
で
、

先
輩
の
持
っ
て
い
た
記
録
を
更
新
し

た
瞬
間
が
一
番
感
動
し
ま
し
た
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
海
外
遠
征
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
国

際
試
合
で
は
、
強
い
選
手
の
試
合
に

臨
む
姿
が
全
部
見
ら
れ
る
の
で
、
試

合
と
い
う
よ
り
勉
強
す
る
場
で
す
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、「
2
年
後
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
に
向
け
て
集
中
し
て
い
る
状
態

で
す
。
で
き
る
な
ら
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
白
井
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、「
中

学
生
ま
で
白
井
市
で
生
活
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
す
ご
い
応
援
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ

の
応
援
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
、
た
く
さ
ん
の
人
に
こ
の
競

技
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍

を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
詳
細
が
確
認
で
き
ま

す
。

問
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班

内
線
3
3
7
2
〜
4

5 位入賞の賞状を手にする安藤さん
（中央）と野澤監督（左側）

後輩の指導にあたる安藤さん ( 右側）

安
藤
美
希
子
さ
ん 

重
量
挙
げ

ア
ジ
ア
大
会
5
位
入
賞
！
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市
の
財
政
事
情

国民健康保険 介護保険 後期高齢者医療 下水道事業
学校給食共同
調理場事業

予算額
61億59万7千円

収入済額
27億7,427万5千円

支出済額
27億6,323万4千円

予算額
29億1,330万3千円

収入済額
11億90万7千円

支出済額
10億8,529万円

予算額
4億6,068万4千円

収入済額
1億8,921万4千円

支出済額
1億1,087万5千円

予算額
10億1,250万8千円

収入済額
3億4,069万9千円

支出済額
2億148万4千円

予算額
5億1,767万4千円

収入済額
2億2,256万7千円

支出済額
1億8,273万8千円

内訳
区分 予算額 収入済額 収入率

市税 88億1,612万1千円 50億4,887万1千円 57.27%

地方譲与税 1億4,000万円 3,885万7千円 27.76%

地方消費税交付金 7億6,000万円 3億2,894万7千円 43.28%

地方特例交付金 5,700万円 5,298万4千円 92.95%

地方交付税 11億5,000万円 6億2,684万5千円 54.51%

国庫支出金 23億5,707万7千円 7億2,208万7千円 30.63%

県支出金 9億1,872万8千円 1億2,220万3千円 13.30%

繰入金 5億7,858万6千円 98万7千円 0.17%

繰越金 2億円 8億9,294万9千円 446.47%

諸収入 8億8,529万7千円 2億1,384万7千円 24.16%

市債 17億9,970万円 0円 0.00%

そのほか 5億2,669万8千円 2億3,471万7千円 44.56%

内訳
区分 予算額 支出済額 執行率

議会費 2億1,009万6千円 1億962万6千円 52.18%
総務費 23億8,885万2千円 10億1,193万4千円 42.36%
民生費 56億6,490万2千円 23億1,151万9千円 40.80%
衛生費 18億6,443万5千円 7億2,617万8千円 38.95%
農林水産業費 1億8,157万6千円 4,800万6千円 26.44%
商工費 1億3,071万2千円 9,037万1千円 69.14%
土木費 16億8,441万3千円 2億106万4千円 11.94%
消防費 11億9,100万8千円 6億8,743万4千円 57.72%
教育費 23億1,229万3千円 9億652万4千円 39.20%
公債費 14億371万9千円 7億154万4千円 49.98%
諸支出金 11億2,012万9千円 2億8,061万8千円 25.05%
そのほか 3,707万2千円 0円 0.00%

歳入
予算総額
収入済額
収  入  率

予算総額
支出済額
執  行  率

181億8,920万7千円
82億8,329万4千円

45.54％

181億8,920万7千円
70億7,481万8千円

38.90％
歳出

市税の内訳

◆市民税
予算額 44億983万2千円
収入済額 21億3,686万6千円
◆固定資産税
予算額 34億1,371万7千円
収入済額 22億8,983万5千円
◆軽自動車税
予算額 6,749万9千円
収入済額 6,523万8千円
◆市たばこ税
予算額 3億7,829万円
収入済額 1億9,704万9千円
◆都市計画税
予算額 5億4,678万3千円
収入済額 3億5,988万3千円

一般会計

土地 963,437平方㍍

建物 148,672平方㍍

車輌 54台

有価証券 2,576万円

出資による権利 4億1,117万1千円

基金

現金 39億5,303万2千円

債権 12万円
土地 42,912平方㍍

（平成26年3月末現在）市の財産

総務債 88億3,017万円

民生債 4億9,586万2千円

衛生債 3億7,352万4千円

土木債 1億9,618万4千円

消防債 904万5千円

教育債 30億7,499万2千円

下水道債
（下水道事業特別会計）

24億541万6千円

地方債の残高予算執行状況特別会計

市営水道事業

平
成
26
年
度
上
半
期
（
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）

　 

「
市
の
財
政
事
情
」
は
、
市
の
財

政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る

か
を
皆
さ
ん
に
9
月
30
日
現
在
で
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

1
7
9
億
9
、   

4
4
5
万
1
千
円
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

補
正
に
よ
り
1
8
1
億
8
、  

9
2
0

万
7
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
半
期
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
5
次
総
合
計
画
と
都
市
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民

の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
向
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
の
「
総
合
計
画
・

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
勉
強

会
」
お
よ
び
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
の
実
施

●
「
し
ろ
い
の
梨
」
の
ブ
ラ
ン
ド
強

化
の
た
め
の
築
地
市
場
や
柏
レ
イ
ソ

ル
主
催
試
合
の
イ
ベ
ン
ト
「
し
ろ
い

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」
で
の
P
R
活

動●
今
年
4
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
う
負
担
の
緩
和
の
た
め

の
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
給
付

●
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
た
め

の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お

よ
び
高
効
率
給
湯
器
設
置
に
対
す
る

補
助

●
市
内
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
の
創

出
を
図
る
た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
対
す
る
補
助

※
表
中
の
数
値
は
千
円
未
満
単
位
を

四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
と

内
訳
が
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

問
　
財
政
課
財
政
班
　
内
線
3
3
3

1
・
2
、
上
下
水
道
課
業
務
班
　
内

線
3
4
5
7
〜
9

議会費　議員の報酬や政務調査費など、議会の活動に必要な
経費
総務費　市全体に関わる事務のほか広報、企画、交通安全対
策や庁舎の維持管理などに必要な経費
民生費　高齢者や障害者、児童などの福祉の増進に必要な経費
衛生費　健康診断やごみ処理のほか、皆さんの健康や環境衛
生などに必要な経費
農林水産業費　農業、畜産業の振興や基盤整備などに必要な
経費
商工費　商工業や観光の振興などに必要な経費
土木費　道路整備や河川の改修、橋の維持管理などに必要な
経費
消防費　消防署の運営や消防団の活動、災害対策などに必要
な経費
教育費　学校教育や社会教育・体育などに必要な経費
公債費　過去の借入金の返済に必要な経費
諸支出金　公営企業や特別会計への繰り出しなどに必要な経費
市債　市がさまざまな事業を行う上で必要な財源を調達する
ための借入金
繰越明許費　諸事情により、前年度中に事業が完了できなかっ
たため、平成26年度に繰り越された予算

継続費逓
てい じ

次繰越　2カ年度以上にわたり支出すべき経費の総
額および年割額を定めて支出できる経費で、各年度の執行残
額を最終年度まで順次繰り越して執行すること
事故繰越　避けがたい事故のために年度内に支出が終わらな
かったものを、翌年度に繰り越して執行すること

収益的収入および支出（営業などに関する収支） 資本的収入および支出（建設などに関する収支）

前年度から繰り越された予算
繰越明許費 8億7,488万8千円

継続費逓次（ていじ）繰越 266万3千円
事故繰越 243万6千円

収入

1億8,784万円
水道料金 1億85万円
給水申込金 7,951万円
補助金 471万円
そのほか 277万円

支出

1億9,597万円
受水費 1億4,333万円

人件費・事務費など 4,759万円
支払利息 505万円

※収入が支出を下回る額（813万円）が赤字となります。

資本的収入
1,153万円

出資金 1,153万円

資本的支出

6,420万円

建設改良に要する経費 5,259万円

企業債償還金 1,161万円

※収入が支出に不足する額（5,267万円）は、内
部資金から補てんします。

用語の解説

予算執行状況

市
の
財
政
事
情

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

しろいホームタウンデーでしろいの梨をＰＲ



2014.11.13

り
、
若
い
人
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
若
手
の
育
成
を
重
要

視
す
る
と
い
う
会
社
の
方
針
で
あ

り
、
若
手
従
業
員
が
中
心
と
な
っ

て
高
品
質
な
商
品
の
製
造
や
量
産

金
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
技
術
構
築

に
努
め
、
品
質
管
理
な
ど
を
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
将
来
需
要
が
見
込
ま

れ
る
自
動
車
分
野
の
受
注
拡
大
や

太
陽
光
発
電
に
使
用
さ
れ
る
機
器

「
リ
ア
ク
ト
ル
」
な
ど
、
省
エ
ネ

化
に
寄
与
し
た
商
品
開
発
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

　
同
社
で
は
技
術
者
の
育
成
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年
は
技
術

支
援
の
た
め
海
外
の
事
業
者
に
社

員
を
派
遣
し
海
外
企
業
の
事
業
立

上
げ
に
協
力
し
ま
し
た
。
今
後
も

技
術
者
派
遣
を
継
続
し
ユ
ー
ザ
ー

へ
の
技
術
協
力
も
行
っ
て
い
く
そ

う
で
す
。

　
若
い
力
を
中
心
に
し
た
「
創
意

工
夫
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か

ら
も
新
た
な
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
松
本
Ｅ
Ｓ
テ
ッ
ク
㈱

に
、
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

内
線
3
2
4
1

　
今
回
は
、
工
業
団
地
内
に
あ
る

「
松
本
Ｅ
Ｓ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
、
エ
ア
コ
ン
や
O
A
機

器
な
ど
の
電
気
製
品
か
ら
自
動
車

に
使
用
さ
れ
て
い
る
部
品
の
モ
ー

タ
ー
の
心
臓
部
と
な
る
コ
ア
（
鉄

芯
）
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
22
年
に
東
京
で
創
業
し
、

近
代
工
業
の
発
展
と
共
に
成
長
し

な
が
ら
昭
和
55
年
4
月
に
白
井
工

場
を
完
成
さ
せ
、
平
成
19
年
10
月

に
白
井
第
2
工
場
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
創
業
時
か
ら
の
「
も
の
づ
く

り
」
へ
の
情
熱
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
新
し
い
技
術
と
高
度
な
品
質
管

理
を
追
及
し
、
製
造
か
ら
納
品
、

そ
の
後
の
商
品
の
管
理
ま
で
責
任

を
持
ち
、
電
磁
鋼
帯
の
加
工
・
販

売
に
特
化
し
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
電
磁
鋼
帯
と
は
、
モ
ー
タ
ー
の

性
能
を
左
右
す
る
特
殊
な
技
術
に

よ
り
で
き
た
高
規
格
な
鋼
板
で
、

高
度
な
技
術
加
工
に
よ
り
各
種
モ

ー
タ
ー
コ
ア
を
製
造
し
て
い
る
ほ

か
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
イ
ン
バ
ー

タ
ー
エ
ア
コ
ン
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

モ
ー
タ
ー
コ
ア
な
ど
も
製
造
し
て

い
ま
す
。

　
市
原
工
場
長
に
話
し
を
伺
う
と

白
井
工
場
で
は
社
員
、
パ
ー
ト
な

ど
合
わ
せ
て
約
45
人
が
働
い
て
お

発
見
!
白
井
の
仕
事
人   

　

〜
若
い
力
で

「
も
の
づ
く
り
」
に
か
け
る
情
熱
〜

松
本
Ｅ
Ｓ
テ
ッ
ク
株
式
会
社 20

年
末
調
整
等
説
明
会

　
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
、
平

成
26
年
分
の
年
末
調
整
方
法
や
、
法

定
調
書
お
よ
び
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

　
12
日
㈬

　
午
後
1
時
30
分
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
〜
）

場
所

　
印
西
市
役
所

問
　
成
田
税
務
署
　
☎
0
4
7
6

（
2
8
）
5
1
5
1
、
市
課
税
課
市

民
税
班
　
内
線
3
1
3
1
〜
3

個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
を
平
成
28
年
度
か
ら

徹
底
し
ま
す

　
特
別
徴
収
と
は
給
与
支
払
者
が
従

業
員
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）
に
支
払
う
毎
月
の
給
与
か
ら
個

人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
そ
の
従
業

員
の
居
住
す
る
市
町
村
に
納
入
す
る

制
度
で
す
。

　
県
お
よ
び
県
内
全
市
町
村
で
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
特
別
徴
収
に
よ
る

納
入
を
徹
底
し
ま
す
。
こ
れ
は
法
令

順
守
、
納
税
者
の
利
便
性
向
上
、
滞

納
発
生
の
抑
制
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

【
特
別
徴
収
の
例
外
】

　
従
業
員
数
が
2
人
以
下
の
場
合
や

次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は
「
普

通
徴
収
切
替
理
由
書
」
を
市
に
提
出

す
る
こ
と
で
、
普
通
徴
収
が
認
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
毎
月
の
給
与
が
少
な
く
特
別
徴
収

を
し
き
れ
な
い
人

●
給
与
が
毎
月
支
払
わ
れ
て
い
な
い

人●
ほ
か
の
事
業
所
か
ら
支
給
さ
れ
て

い
る
給
与
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

る
人

●
専
従
者
給
与
を
支
給
さ
れ
て
い
る

人問
　
制
度
に
つ
い
て
　
県
税
務
課

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
3
0
9
8
、

県
市
町
村
課
　
☎
0
4
3
（
2
2
3
）

2
1
3
3
、
手
続
き
に
つ
い
て
　
市

課
税
課
市
民
税
班
　
内
線
3
1
3
1

〜
3納

付
を
忘
れ
ず
に

　
12
月
1
日
㈪
は
次
の
市
税
な
ど
の

納
期
限
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
（
5
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
5
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
5
期

分
）

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

1
〜
5

佐
倉
県
税
事
務
所
か
ら

の
お
知
ら
せ

◆
個
人
事
業
税
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　
個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
付
書

は
11
月
7
日
㈮
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

12
月
1
日
㈪
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
自
動
車
税
の
滞
納
処
分
を
強
化

　
県
で
は
、
自
動
車
税
の
未
納
額
の

縮
減
の
た
め
、
11
月
か
ら
3
月
ま
で

を
滞
納
整
理
強
化
月
間
と
し
、
差
し

押
さ
え
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

　
自
動
車
税
が
未
納
の
場
合
は
至
急

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
県
佐
倉
県
税
事
務
所
　
事
業
税

関
税
課

　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1

1
1
4
、
自
動
車
税
第
一
課

　
☎
0

4
3
（
4
8
3
）
1
1
5
0

新
庁
舎
の
構
造
形
式
を
決
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
「
白
井
市
庁
舎
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
現
在
、
庁

舎
の
基
本
設
計
業
務
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
白
井
市
庁
舎
建
設

等
検
討
委
員
会
か
ら
、新
庁
舎（
新

築
棟
）
の
構
造
形
式
な
ど
の
審
議

結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
市
で
は
こ
れ
を
受
け
、
9
月
25

日
の
政
策
会
議
で
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

　
白
井
市
庁
舎
建
設
等
検
討
委
員

会
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
現
庁
舎
（
減
築
改
修
棟
）

に
つ
い
て
は
、
8
階
建
て
を
4
階

建
て
に
減
築
す
る
こ
と
で
軽
量
化

し
、
耐
震
性
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
（
平
成
24
年
度
に
4

階
建
て
の
耐
震
診
断
を
実
施
済
）。

【
決
定
内
容
】

◆
構
造
形
式
な
ど
に
つ
い
て

構
造
形
式
　
耐
震
構
造
＋
部
分
免
震

構
造
種
別
　
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ

ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
P
C
a
P
C
造
）

「
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
」
と
は

　
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
（
P
C
a
）
コ

ン
ク
リ
ー
ト
部
材
を
現
場
で
組
み

立
て
、
圧
縮
力
を
導
入
す
る
こ
と

で
躯
体
を
高
品
質
、
高
強
度
な
構

造
形
式
に
し
ま
す
。

　
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
材
は
、
工
場
で
製
作
さ
れ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
部
材
で
、
柱
や

梁は
り
、
床
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。
工

場
製
作
の
た
め
、
天
候
に
左
右
さ

れ
ず
安
定
し
た
品
質
、
精
度
が
得

ら
れ
ま
す
（
右
下
図
を
参
考
）。

　
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
（
P
C
造
）
は
、
柱
や
梁
に

使
用
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
部

材
に
圧
縮
力
を
加
え
る
こ
と
で
、

引
っ
張
り
に
弱
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
弱
点
を
補
う
構
造
形
式
で
す
。

◆
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
し
た
主
な

理
由
な
ど

●
柱
や
梁
な
ど
は
、
工
場
生
産
で

あ
る
こ
と
か
ら
品
質
が
高
く
、
建

設
現
場
で
の
省
力
化
が
図
れ
、
工

期
の
短
縮
が
見
込
め
る

●
地
震
時
に
建
物
の
変
形
量
を
小

さ
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

●
サ
ー
バ
ー
室
な
ど
の
重
要
部
分

に
は
床
免
震
を
採
用
す
る
と
と
も

に
、
家
具
や
備
品
は
、
転
倒
防
止

な
ど
の
耐
震
対
策
を
適
切
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
経
費
の

削
減
が
見
込
め
る

◆
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
事
例

　
平
面
計
画
の
自
由
度
が
高
い
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
は
、
耐
震
性
、
耐

久
性
が
高
く
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
比
較
し
て
柱
の
間
隔
を
大

き
く
で
き
る
た
め
、
庁
舎
を
は
じ

め
病
院
、
学
校
、
物
流
倉
庫
な
ど

に
も
多
く
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班
　

内
線
3
3
4
1
・
2

　市では、下図の区間で道路改良（車道拡幅）工事を行います。
　工事は午前9時から午後5時まで行い、工事中は交通誘導員を配置
した上で交通規制を行います。
※夜間の交通規制はありません。
期間　11月中
旬～平成27年
3月下旬
交通規制区間
右図の■部
分（根1549番
地、木38番地
付近・車両通
行止め）
■問　道路課建
設班　内線32
13

道路改良工事を行います
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は
全
額
が
社
会
保
険

控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

26
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
保
険
料

だ
け
で
は
な
く
、
配
偶
者
や
家
族
が

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も

あ
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領

収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
1
月
1
日

か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
26
年
10

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
、

平
成
27
年
2
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故

な
ど
万
が
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味

方
と
な
る
制
度
で
す
。

　
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
日
本
年
金
機
構
船
橋
年
金
事
務

所
　
☎
0
4
7
（
4
2
4
）
8
8
1

1
、
ね
ん
き
ん
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎

0
5
7
0
（
0
5
8
）
5
5
5
、
保

険
年
金
課
保
険
年
金
班
　
内
線
3
1

7
4 

・
9

松本ESテック㈱の工場

工場内で働く若手従業員

白井市役所

七次ポンプ場

長楽寺

コンビニエ
ンスストア 白

井
駅
↓←
国
道
46
4号
線

神
崎
川

↑
国
道
16号

線

県
道
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
北
環
状
線

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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場
所

　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
セ
ミ
ナ
ー
　
原
則
55
歳
以
上

の
人
　
30
人
、
就
労
相
談
会
　
一
般

4
人
（
ど
ち
ら
も
申
し
込
み
順
）

※
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
就
労
相
談
会
の

み
の
参
加
も
で
き
、
就
労
相
談
会
は

年
齢
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
　
電
話
で
商
工
振
興
課
商
工
振
興

班
　
内
線
3
2
4
2

問
　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　
☎
0
4
3
（
2
4
5
）
9
4

2
0農

産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
10
月
3
日
か
ら
17

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
品
目

　
ダ
イ
コ
ン
、
カ
ブ
、

ゴ
ボ
ウ
、
白
米
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
、
山

東
菜
、
キ
ク
イ
モ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ハ
ク
サ
イ

県
検
査
品
目

　
自じ

ね
ん
じ
ょ
然
薯

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ

ナ
ー
・
相
談
会

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
対
策
や
大
規

模
修
繕
工
事
の
実
務
の
進
め
方
な
ど

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
と
、
マ
ン
シ

ョ
ン
問
題
に
関
す
る
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
程

　
16
日
㈰

時
間

　
セ
ミ
ナ
ー
　
午
後
1
時
〜
3

時
30
分
、
個
別
相
談
会

　
午
後
3
時

40
分
〜
4
時
40
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
管
理
組
合
役
員
、
区
分
所
有

者
な
ど
　
セ
ミ
ナ
ー
　
30
人
、
個
別

相
談
会
　
4
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
会
　
☎
0
4
3
（
2
4
4
）
9
0

9
1
へ

さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井

沢
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
で
は
館

内
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
10
日
㈪

か
ら
14
日
㈮
ま
で
施
設
を
臨
時
に
休

館
し
ま
す
。

問
　
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
☎
0

4
7
（
4
4
2
）
6
1
5
0

移
動
交
番
を
開
設

　
11
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　「
振
り
込
め
詐さ

ぎ欺
」
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所
　
7
日
㈮
、
21
日
㈮
、

27
日
㈭
・
午
後
2
時
〜
4
時
・
セ
ー

ブ
オ
ン
千
葉
白
井
店
（
西
白
井
）  

、

12
日
㈬
、
24
日
（
月
・
休
）　
午
前

10
時
〜
正
午
・
運
動
公
園
、
22
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

白
井
河
原
子
店

臨
時
開
設

　
7
日
㈮

　
午
前
11
時
〜

正
午
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
（
印
西
市
）

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課
　
☎
0
4

7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

ふ
る
さ
と
産
品
認
定
審

査
会
委
員
を
委
嘱

　
ふ
る
さ
と
産
品
認
定
審
査
会
は
、

ふ
る
さ
と
産
品
の
認
定
や
普
及
、
宣

伝
お
よ
び
育
成
に
関
す
る
こ
と
を
審

査
、
議
論
す
る
市
の
附
属
機
関
で
す
。

　
委
員
は
学
識
経
験
者
、
商
工
会
の

代
表
、
工
業
団
地
協
議
会
の
代
表
、

市
民
代
表
な
ど
の
7
人
で
構
成
さ
れ
、

9
月
29
日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
26
年
9
月
1
日
か
ら

平
成
28
年
8
月
31
日
ま
で
で
、
委
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

ふ
る
さ
と
産
品
認
定
審
査
会
委
員

（
敬
称
略
）

新
田
國
裕
（
会
長
）、
日
色
進
（
副

会
長
）  

、
鈴
木
清
三
、
葛
生
康
雄
、

林
榮
造
、
山
下
西
丈
、
田
中
敬
子

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内

線
3
2
4
1

シ
ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＆
出
張
就

労
相
談
会
ｉ
ｎ
白
井

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
と
白
井
市
・
鎌
ケ
谷
市
・
印
西
市

が
共
催
で
、
多
様
な
働
き
方
の
現
状

や
新
し
い
仕
事
観
・
採
用
の
具
体
的

事
例
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と

就
労
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
就
労
相
談
は

雇
用
保
険
受
給
者
の
活
動
実
績
と
な

り
ま
す
。

日
程
　
27
日
㈭

時
間

　
セ
ミ
ナ
ー
　
午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分
、
就
労
相
談
会

　
午
後

1
時
30
分
〜

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

12
日
㈬
〜
25
日
㈫

　
毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
週
間

で
す
。

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
、
交
際
相

手
か
ら
の
暴
力
（
D
V
）    

、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
行
為
は

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
す
。

　
暴
力
は
身
体
的
な
も
の
だ
け
で
な

く
精
神
的
な
も
の
や
経
済
的
な
束
縛

な
ど
も
含
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
行
為
を
受
け
た
り
見

か
け
た
り
し
た
場
合
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
年
間
を
通
し
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
D
V
防
止
の
啓
発
と
し
て
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
集
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

①
女
性
生
き
生
き
相
談

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
こ
こ
ろ
の
相

談
を
受
け
、
自
分
で
解
決
で
き
る
よ

う
に
導
く
自
立
支
援
の
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
D
V
相
談

日
時

　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

場
所
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

③
配
偶
者
暴
力
被
害
者
緊
急
一
時
避

難
支
援

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
暴
力
を
受
け
た

人
が
、
生
命
の
安
全
確
保
を
目
的
に

所
持
金
を
持
た
ず
に
緊
急
避
難
す
る

場
合
に
、
宿
泊
料
（
定
額
）
な
ど
を

支
給
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5

◆
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
各
種
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
中
、

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
女
性
人
権

擁
護
委
員
や
千
葉
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
17
日
㈪
〜
21
日
㈮
　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
7
時
、
22
日
㈯
・
23

㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

千
葉
県
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0

　

問
　
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

事
務
局
　
☎
0
4
3
（
2
4
7
）
3

5
5
5

男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
の
委
員
を
募
集

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
市
の
取
り
組
み
や
、
計
画
の
進
行

管
理
、
ま
た
平
成
27
年
度
に
予
定
し

て
い
る
次
期
男
女
共
同
参
画
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
意
見
・
助
言
を
い
た

だ
く
た
め
、
男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
人
も
委
員
と
し
て
会

議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
会
議
の

時
に
は
一
時
保
育
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以

上
の
人
　
6
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
、
結
果

に
つ
い
て
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
2
年
間

※
会
議
開
催
日
は
平
日
と
な
り
、
平

成
26
年
度
は
1
回
、
27
年
度
は
、
計

画
策
定
年
に
当
た
る
た
め
、
5
回
の

会
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

報
酬

　
会
議
1
回

　
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
応
募
用
紙
（
企
画

政
策
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
14
日
㈮
ま
で
に
、
郵

送
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
企
画
政
策
課 

男
女
共
同
参
画

室
　
内
線
3
3
5
5
・

k
ik
ak
u
-

seisaku@
city.shiroi.chiba.

jp

へコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
座
「
家
族
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

〜
若
者
た
ち
に
広
が
る
デ
ー
ト
D
V

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
〜

　
近
年
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
の

デ
ー
ト
D
V
（
交
際
相
手
か
ら
の
暴

力
）
の
発
生
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
家
族
が
デ
ー
ト
D
V
の

被
害
者
や
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め

に
「
互
い
に
理
解
す
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
5
日
㈮
・
12
日
㈮

　
午

前
10
時
〜
正
午

　（
全
2
回
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
N
P
O
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ち
ば

　
馬
渡
静
枝
さ
ん
　

参
加
費

　
無
料

保
育

　
生
後
6
カ
月
か
ら
就
学
前
ま

で
の
子
　
10
人（
無
料
、申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

保
育
希
望
の
有
無
を
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
E
メ
ー
ル
で
企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室

　
内
線
3
3
5
4
・
5
・

k
ik
ak
u
-se
isak
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
、
11
月

28
日
㈮
ま
で
に
、
子
供
の
名
前
と
年

齢
を
記
入
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

秋の全国火災予防運動
～もういいかい 火を消すまでは まあだだよ～

　9日㈰から15日㈯までは「秋季全国火災予防運動」が実
施されます。
　家庭や地域で今一度、防火に心がけ、火の取り扱いには
十分注意しましょう。また、火災による高齢者などを中心
とした死者の発生と、財産の損失を防ぐためにも、住宅用
火災警報器を設置しましょう。
【火災予防パレードを実施します】
　市・市内消防署・市消防団では、9日㈰に火災予防パレー
ドを実施します。
　当日は、午前9時30分に市
役所を出発し、市内各地を回
りながら火災予防に関する啓
発を行います。
■問　市民安全課消防防災班
内線3323

補助金額等一覧
補助対象機器 設置者 補助額

太陽光発電
個人

1㌔㍗当たり2万5千円
（上限は10万円）
◆市内事業者で設置した場合
1㌔㍗当たり3万円
（上限は12万円）

マンション
の管理組合

1㌔㍗当たり5万円
（上限は50万円）

高効率
給湯器

エコウィル

個人

5万円（定額）
エコキュート 4万円（定額）
エコジョーズ 1万5千円（定額）
エネファーム 10万円（定額）

住宅用省エネルギーに関連する補助金について
　市では、住宅用
の太陽光発電シス
テムや高効率給湯
器を設置する費用
の一部を助成して
います。
　補助要件などが
ありますので詳細
については市ホー
ムペジで確認する
か、直接問い合わ
せてください。
■申・■問　環境課
環境保全班　内線
3273

委嘱を受ける委員

気になることは移動交番に相談を

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

火事には気をつけようね
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平
成
27
年
度
「
保
育
所
入
所
」「
家
庭
的
保
育

利
用
」
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
「
保
育
所
入
所
」「
家
庭
的
保
育

利
用
」
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
制
度
」
の
開
始
に
伴
い
、

保
育
所
な
ど
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
保
護
者
は
支
給
認
定
（
保
育
の
必

要
性
を
認
定
す
る
手
続
き
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
入
所
申
請
時
に

認
定
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
支
給
認
定
に
は
、
次
の
3
つ
の
区

分
が
あ
り
、
保
護
者
が
該
当
す
る
区

分
に
よ
っ
て
利
用
す
る
教
育
・
保
育

お
よ
び
利
用
可
能
な
時
間
が
異
な
り

ま
す
。

【
支
給
認
定
】

●
1
号
認
定
（
教
育
標
準
時
間
認
定
）

　
子
ど
も
が
満
3
歳
以
上
で
、
教
育

を
希
望
す
る
場
合

利
用
先
　
幼
稚
園

※
内
定
し
た
園
を
通
じ
て
支
給
認
定

を
申
請
し
ま
す
。
認
定
証
が
不
要
な

園
も
あ
り
ま
す
。

●
2
号
認
定
（
保
育
標
準
時
間
認
定
・

保
育
短
時
間
認
定
）

　
子
ど
も
が
満
3
歳
以
上
で
「
保
育

の
必
要
な
事
由
」
に
該
当
し
、
保
育

所
な
ど
で
の
保
育
を
希
望
す
る
場
合

利
用
先

　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

●
3
号
認
定
（
保
育
標
準
時
間
認
定
・

保
育
短
時
間
認
定
）

　
子
ど
が
満
3
歳
未
満
で
「
保
育
の

必
要
な
事
由
」
に
該
当
し
、
保
育
所

な
ど
で
の
保
育
を
希
望
す
る
場
合

利
用
先
　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

家
庭
的
保
育

【
保
育
の
必
要
な
事
由
】

①
保
護
者
の
就
労
（
1
日
4
時
間
以

上
か
つ
1
カ
月
16
日
以
上
の
就
労
）

②
母
親
の
出
産
（
出
産
月
の
前
後
2

カ
月
ま
で
）

③
保
護
者
の
疾
病
や
障
害

④
同
居
や
長
期
入
院
し
て
い
る
親
族

の
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧
（
火
災
な
ど
の
災
害
に

遭
い
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
な
ど
）

⑥
求
職
活
動

⑦
就
学

【
入
所
対
象
保
育
所
】

　
入
所
対
象
保
育
所
や
入
所
対
象
児

童
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
新
規
に
保
育
所
へ
の
入
所
お
よ
び
家
庭
的
保
育
の

利
用
を
希
望
す
る
子
ど
も
の
利
用
認
定
お
よ
び
入
所
・
利
用
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

保育所名 所在地区 電話番号 入所対象児童

公立
清水口保育園 清水口 （491）8082

生後57日目から
南山保育園 南山 （491）1413
桜台保育園 桜台 （492）6101

私立

ひまわり保育園 折立 （491）8384
白井ふじ保育園 冨士 （402）2500
白井保育園 白井 （497）0359

満6カ月以上
こざくら保育園 根 （401）1181

※認定子ども園「はなぶさ保育園」の平成27年4月の入園申し込み
は終了しました。

【
家
庭
的
保
育
】

　
家
庭
的
保
育
者
は
次
の
と
お
り
で
、

利
用
で
き
る
対
象
児
童
は
満
6
カ
月

以
上
か
ら
3
歳
未
満
で
す
。

家
庭
的
保
育
者
（
敬
称
略
）　
数
井

陽
子
（
南
山
）、
佐
藤
美
智
子
（
大

山
口
）、
荒
川
陽
子
（
冨
士
）、
宮
田

清
美
（
冨
士
）

【
受
付
期
間
】

市
内
保
育
所
お
よ
び
家
庭
的
保
育

12
月
1
日
㈪
〜
平
成
27
年
1
月
30
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

市
外
保
育
所
　
希
望
す
る
保
育
所
な

ど
が
あ
る
各
市
区
町
村
の
保
育
所
担

当
課
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
の
上
、
必

要
書
類
を
各
市
区
町
村
の
締
切
日
の

10
日
前
ま
で
に
、
市
児
童
家
庭
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
児
童
家

庭
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
は
な
ぶ

さ
保
育
園
を
除
く
各
保
育
所
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

受
付
期
間
内
に
、
直
接
児
童
家
庭
課

保
育
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
8

へ※
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
の
申
込
書
の

提
出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

材料（3人分）
カブ（葉付き）2個、ツナ缶1/2缶、オリー
ブオイル小さじ1/2、マヨネーズ大さじ1、
こしょう少々、パセリ粉少々
作り方　①カブはよく洗ってくし形に切り、
葉は3㌢㍍の長さに切る。②切ったカブと葉を電子レンジで（500ワッ
トで3分位）カブが軟らかくなるまで加熱する。③ボウルに②のカブ
とオリーブオイル、マヨネーズ、こしょうを混ぜ入れ、味を整える。
④器に盛り付けパセリ粉を振りかける。
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　カブのやわらかい甘みとツナのうまみが調和している一品です。
カブの葉を加えることでカルシウム量もアップし、彩りもきれいで
す。カブは少し歯ごたえが残る程度に加熱します。野菜料理を1日、
小鉢で5皿を目標に食べましょう。
1人当たりの栄養価　91㌔㌍　野菜摂取量80㌘

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ カブとツナの
温サラダ

カブとツナの温サラダ

　
普
段
な
に
げ
な
く
散
歩
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
月
に
1
回
の
実
演
と
実
技
で
姿
勢
や
効
果
的
な
歩
き
方
を
学
び
、
普
段

の
歩
く
姿
勢
を
見
直
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
歩
き
方
を
身
に
つ
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
程
　
11
月
18
日
、
12
月
16
日
、
1
月
20
日
、
2
月
17
日
、
3
月
10
日
、

17
日
（
全
6
回
・
各
火
曜
日
）

時
間
・
場
所
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
桜
台
セ
ン
タ
ー
、
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
・
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
初
め
て
受
講
す
る
人
　
各
会
場
30
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
N
P
O
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
研
究
所
　
駒
崎
優
さ
ん

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
、
11
月
11
日
㈫
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
、
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
・

（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

 k
ou
rei

sy
a-fu
k
u
si@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　「
し
つ
け
」
の
つ
も
り
で
も
、
子

ど
も
が
不
安
や
恐
怖
を
感
じ
れ
ば
、

そ
れ
は
「
虐
待
」
で
す
。

◆
児
童
虐
待
と
は

　
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
重
複
し
て
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

●
身
体
的
虐
待

　
な
ぐ
る
、
け
る
、

投
げ
落
と
す
、
赤
ち
ゃ
ん
を
激
し
く

揺
さ
ぶ
る
な
ど

●
性
的
虐
待

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
（
不
適
切
な
養
育
）

食
事
を
与
え
な
い
、
風
呂
に
入
れ
な

い
、
子
ど
も
の
意
思
に
反
し
て
登
校

さ
せ
な
い
な
ど

●
心
理
的
虐
待
　
傷
つ
く
言
葉
を
か

け
る
、
兄
弟
姉
妹
で
極
端
に
対
応
に

差
を
つ
け
る
、
無
視
す
る
な
ど

◆
子
育
て
が
つ
ら
く
な
ら
な
い
た
め
に

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
機
関
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
地
域
で
も
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
談
機
関

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
夫
婦
、
家
族
で
協
力
し
て
子
育
て

の
負
担
を
軽
減
し
よ
う

●
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や
一
時
保
育
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う

●
家
事
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
頑
張
り
す

ぎ
ず
、
疲
れ
た
ら
子
ど
も
と
一
緒
に

体
を
休
め
よ
う

●
時
に
は
子
ど
も
と
離
れ
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う

●
悩
ん
だ
り
不
安
を
感
じ
た
ら
家
族

や
友
だ
ち
、
市
の
窓
口
（
家
庭
児
童

相
談
室
な
ど
）
に
相
談
し
よ
う

◆
何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
や
、
子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
、

次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
・
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
告
は
国
民
の
義
務
で
す
。
匿
名

で
の
通
告
も
可
能
で
す
。

　
あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も

を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む

保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
す
。

問
　
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
（
4

9
7
）
3
4
7
7
（
平
日
の
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
） 
、
県
中

央
児
童
相
談
所

　
☎
0
4
3
（
2
5

2
）
1
1
5
2
（
24
時
間
・
3
6
5

日
対
応
）

11
月
は
動
物
に
よ
る
危

害
防
止
対
策
月
間
で
す

　
動
物
を
飼
っ
て
い
る
人
は
他
の
人

に
危
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
適
正
な
飼
い
方
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
必
ず
リ
ー
ド
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

●
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

●
一
部
の
サ
ル
、
ヘ
ビ
な
ど
の
特
定

動
物
を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

保
健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す

●
動
物
は
責
任
を
持
ち
、
最
後
ま
で

面
倒
を
み
ま
し
ょ
う

問
　
印
旛
健
康
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎

0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
7
、
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
4
7
6

（
9
3
）
5
7
1
1

※
し
つ
け
に
関
す
る
相
談
は
、
県
動

物
保
護
管
理
協
会

　
☎
0
4
3
（
2

1
4
）
7
8
1
4
へ

◆
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
動
物

愛
護
事
業

　
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
犬
の
し
つ
け
方
教
室
】

日
程

　
11
月
9
日
㈰
、
12
月
14
日
㈰

時
間

　
基
礎
講
座

　
午
後
1
時
〜
2

時
30
分
、
実
技
講
座

　
午
後
2
時
〜

4
時

対
象

　
ど
ち
ら
も
一
般

　
30
人
（
申

し
込
み
順
）

参
加
費
　
実
技
講
座
の
み
3
、0
0

0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
　
日
程
　
11
月
22
日

㈯
、
12
月
20
日
㈯

※
時
間
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
無
料

【
一
般
譲
渡
会
】

　
セ
ン
タ
ー
で
保
護
し
て
い
る
犬
や

猫
を
譲
渡
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
22
日
㈯
・
27
日
㈭
、
12

月
20
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

【
飼
い
主
さ
が
し
の
会
】

　
犬
や
猫
の
欲
し
い
人
、
あ
げ
た
い

飼
い
主
と
の
出
会
い
の
場
で
す
。

日
時
　
11
月
9
日
㈰
、
12
月
14
日
㈰

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
時
間

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
☎
0

4
7
6
（
9
3
）
5
7
1
1

動
物
愛
護
映
画
上
映
会

　
市
で
は
、
動
物
愛
護
団
体
「
ア
ニ

マ
ル
フ
レ
ン
ド
」
と
の
共
催
で
、
動

物
の
「
命
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画

の
「
ノ
ー
・
ヴ
ォ
イ
ス
」
の
上
映
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈯
　
午
後
1
時
30

分
〜
　

場
所
　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

参
加
費
　
5
0
0
円

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線
3

2
7
6
・
7
、
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ド

事
務
局
小
野
寺

　
☎
（
4
9
1
）
2

8
8
7

「
バ
ラ
ン
ス
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
参
加
者
募
集

「
バ
ラ
ン
ス
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
参
加
者
募
集

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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白
井
市
秋
季
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会

日
時
　
12
月
7
日
㈰
　
午
前
9
時
〜

場
所
　
県
立
白
井
高
等
学
校

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
の
中
学
生
以
上

部
門
　
ダ
ブ
ル
ス
（
男
女
と
も
1
か

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
　

　
　
　「
天
文
講
演
会
」

◆
「
は
や
ぶ
さ
か
ら
の
お
み
や
げ
」

p
a
r
t
2

　「
は
や
ぶ
さ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
持

ち
帰
ら
れ
た
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」

の
微
粒
子
を
分
析
さ
れ
て
い
る
、
東

京
大
学
大
学
院

　
長
尾
敬
介
教
授
の

講
演
会
の
第
2
弾
で
す
。

日
時

　
15
日
㈯

　
午
後
4
時
30
分
〜

5
時
45
分

場
所

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム
内

対
象

　
一
般

　
86
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
大
人
2
0
0
円
、
中
学
生

以
下
無
料

申
・
問

　
電
話
か
直
接
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
館
　
☎
（
4
9
2
）
1
1
2
5

へ運
動
公
園
か
ら
の
お
知

ら
せ

①
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室

　
初
め
て
ヨ
ガ
を
す
る
人
や
初
級
者

向
け
の
講
座
で
す
。

　
個
人
の
体
力
に
合
わ
せ
た
運
動
に

呼
吸
法
を
プ
ラ
ス
し
て
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
効
果
を
得
な
が
ら
全
身
を
無

理
な
く
ほ
ぐ
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
筋
肉
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
11
月
20
日
、
12
月
4
日
・
11

日
・
18
日
（
全
4
回
・
各
木
曜
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

対
象

　
市
内
在
住
ま
た
は
周
辺
市
町

在
住
者

　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
12
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

②
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト

〜
連
続
講
座
で
テ
ニ
ス
の
基
礎
か
ら

実
践
ま
で
〜

　
各
コ
ー
ス
全
7
回
の
集
中
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

日
程

　
水
曜
コ
ー
ス
（
初
級
・
入
門
）

11
月
19
日
・
26
日
、
12
月
3
日
・
10

日
・
17
日
、
1
月
7
日
、
14
日

金
曜
コ
ー
ス
（
初
級
・
初
中
級
）

11
月
21
日
・
28
日
、
12
月
5
日
・
12

日
・
19
日
、
1
月
9
日
・
16
日

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

時
間

　【
水
曜
コ
ー
ス
】　
初
級
　
午

前
9
時
30
分
〜
11
時
、
入
門
　
午
前

11
時
10
分
〜
午
後
0
時
40
分

【
金
曜
コ
ー
ス
】　
初
級
　
午
前
9

時
30
分
〜
11
時
、
初
中
級
　
午
前
11

時
10
分
〜
午
後
0
時
40
分

対
象
　
18
歳
以
上
　
各
コ
ー
ス
　
8

人
（
申
し
込
み
順
）

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
込
者
が
4
人
に

満
た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
7
、
0
0
0
円
（
保
険
代

ほ
か
）

※
参
加
費
は
初
回
に
徴
収
し
、
雨
天

で
中
止
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
分

を
返
金
し
ま
す
。

③
ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
マ

ッ
チ

日
時
　
26
日
㈬
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

19
日
㈬
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費
　
1
組
2
、
5
0
0
円
（
保

険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
①
・
②
は
11
月
16
日
㈰
ま

で
、
③
は
11
月
23
日
㈷
ま
で
に
、
電

話
か
直
接
運
動
公
園

　
☎
（
4
9
7
）

0
2
2
2
へ

保

健

師

で

す

が
、
経
済
的
支
援
は
受
け
ら
れ
ま
す

か
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
問
題
が

複
雑
な
場
合
も
多
く
、
相
談
時
に
す

ぐ
に
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
相
談
者
が
解
決
の
糸
口
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
一
緒
に
考
え
、

市
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
情

報
提
供
し
た
り
、
時
に
は
関
係
機
関

と
調
整
を
取
っ
た
り
し
な
が
ら
、
問

題
を
抱
え
る
人
が
よ
り
よ
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
や
家
族
に
関
す
る
悩
み
や
心

配
ご
と
を
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
は
、

時
に
は
勇
気
や
決
断
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
早
目
に
相
談
す
る

こ
と
で
、
問
題
が
大
き
く
な
る
前
に

解
決
に
つ
な
が
っ
た
り
、
精
神
的
な

負
担
も
軽
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
」
「
こ
ん
な
こ
と
相
談
し

て
い
い
の
か
な
」
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
保
健
福
祉
相
談
室
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
悩
ん

で
相
談
で
き
ず
に
い
る
人
が
周
り
に

い
た
ら
、
保
健
福
祉
相
談
室
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
家
族
や
友
人
な
ど
か
ら

も
受
付
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
師

　
戸
田
亜
紀
子

　
皆
さ
ん
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
一
階
に
「
保
健
福
祉
相
談
室
」
と

い
う
窓
口
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
。

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
児
童
や

成
人
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
健
康
や

福
祉
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
が

あ
り
、
保
健
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
保
健
福
祉
相
談
室
で

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
健

康
や
生
活
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
者
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か
が
分
か
ら

ず
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
み
、
長
い

間
辛
い
思
い
を
し
て
き
た
人
も
い
ま

す
。
保
健
福
祉
相
談
室
で
は
、
保
健

や
福
祉
の
専
門
職
員
が
そ
の
辛
さ
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
話
を
伺
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
「
小
さ
い
子
ど
も
を

持
つ
母
親
が
病
気
と
な
り
、
育
児
や

家
事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
周
り

に
い
ま
せ
ん
が
、
何
か
支
援
が
あ
り

ま
す
か
」
「
子
ど
も
を
通
じ
た
友
人

が
で
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
同
士
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
友
人
と
ど
う
関

わ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
か
」
「
夫
が

事
故
で
入
院
し
て
、
経
済
的
に
苦
し

く
て
入
院
費
が
支
払
え
な
い
の
で
す

困
っ
た
時
は
保
健
福
祉
相
談
を

第3回
うつ病は励ましてはいけない？

　だんだんと寒くなってきました。寒くなると家の中に閉じこもりがちに
なりますが、家族や友人とのあいさつや他愛のない会話で「ココロ」は温
かくしたいものですね。
　今回は「うつ病の人への接し方」についてです。うつ病は最近知名度が
上がっていますが、接し方ついては、誤解があるように思います。
　「励ましてはいけない」「とにかく休ませる」とよく聞きますが、言葉の
表面だけを捉えていませんか。もし、あなたが元気のない時「何にもしな
くていいから、とにかく休んでいて」と言われたらどんな気持ちになりま
すか。「何もできなくなってしまった…」と余計に落ち込んでしまうので
はないでしょうか。療養に専念して欲しいという気持ちで言った言葉でも、
本人の無力感を高めることがあります。
　ではどうしたらいいのか、接し方のポイントを紹介します。

①「大切な存在に思っている」ことを伝え、説得や一方的な助言をしない
　相手の為を思っているつもりでも、無意識に本人の考えを変えようと説
得をしていたり、助言ばかりになってしまっていることがあります。「私は
こう思うけど、そういう考えもあるよね」と相手を尊重した言い方や態度
を意識し、心がけましょう。
②できることに注目する
　うつ病だからと言って、人格が全く変わってしまう訳ではありません。
うつ病の症状だけにとらわれずに、本人の良いところや、できることを尊
重した声かけをしましょう。
③無理強いはしない
　うつ病になるといつものペースで動くエネルギーがなくなります。「気分
転換のため」と本人を強引に誘い出したりしないようにしましょう。

　これらのことに気を付けながらも、なるべく普段のような「温かいコミュ
ニケーション」を続けることが大切です。腫れ物に触るような接し方は本
人に伝わりますし、周りの人も疲れてしまうでしょう。回復まで焦らず、ゆっ
くりと付き合っていけるといいですね。
　11月7日㈮・21日㈮、12月5日㈮に、精神障害のある人の家族を対象とし
た講座を行います。うつ病に限った講座ではありませんが、理解を深めた
い人はこの機会に参加してみませんか。
■問　社会福祉課障害福祉班　☎（497）3483

5
園
合
同
企
画
事
業

「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
」

　
ス
マ
イ
ル
（
清
水
口
）・
ふ
れ
ん

ど
（
南
山
）・
ド
リ
ー
ム
☆
ポ
ケ
ッ

ト
（
は
な
ぶ
さ
）・
こ
ざ
く
ら
キ
ッ

ズ
（
こ
ざ
く
ら
）・
い
づ
み
（
白
井

ふ
じ
保
育
園
）
の
子
育
て
支
援
施
設

が
合
同
で
、
紙
芝
居
や
工
作
、
リ
ズ

ム
遊
び
や
運
動
遊
び
な
ど
を
行
う
事

業
で
す
。
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
程
・
場
所

　
20
日
㈭
・
白
井
総
合

公
園
（
白
井
消
防
署
隣
・
雨
天
中
止
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
受
け
付
け
　
午
前
10
時
〜
）

対
象
　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

（
自
由
参
加
）

問
　
ス
マ
イ
ル
（
清
水
口
保
育
園
内
）

☎
（
4
9
1
）
8
2
0
1
、
ふ
れ
ん

ど
（
南
山
保
育
園
内
）　 

☎
（
4
9

1
）
1
1
3
1

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「
ふ
れ
ん
ど
」

　
赤
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
る
「
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
」
を

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
19
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

ん
ど
（
南
山
保
育
園
内
）

対
象
　
生
後
3
カ
月
〜
1
歳
6
カ
月

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
　
12
組

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
日
本
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
協
会
認

定
講
師
　
大
釜
み
づ
江
さ
ん

持
ち
物
　
飲
み
物

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
4
日
㈫
の
午
前
9
時
か
ら

電
話
か
直
接
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
ん
ど
　
☎
（
4
9
1
）
1
1
3

1
へ子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　「
ス
マ
イ
ル
」

　「
卒
乳
・
断
乳
」
に
つ
い
て
の
育

児
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
（
清
水
口
保
育
園
内
）

対
象
　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
熊
谷
由
里
助
産
師

申
・
問

　
4
日
㈫
か
ら
電
話
か
直
接

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル
　

☎
（
4
9
1
）
8
2
0
1
へ

子
育
て
支
援
施
設
か
ら

柏
レ
イ
ソ
ル
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
福
祉
事
業
向
上
に
寄
与
す
る
目
的

で
柏
レ
イ
ソ
ル
選
手
会
か
ら
「
柏
レ

イ
ソ
ル
対
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
」
の
観

戦
チ
ケ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
観
戦
希
望
の
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

試
合
日
時

　
29
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

場
所

　
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
（
柏
市
）

対
象

　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
子
と
そ
の
保
護
者

　
12
席
（
申
し

込
み
順
）

※
子
ど
も
2
人
、
保
護
者
1
人
の
場

合
は
3
席
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
・
問

　
4
日
㈫
か
ら
電
話
で
児
童

家
庭
課
児
童
家
庭
班

　
☎
（
4
9
7
）

3
4
8
7
へ

ら
3
部
ま
で
）

参
加
費

　
学
生
・
1
人
1
、
0
0
0

円
、
一
般
・
1
人
1
、
5
0
0
円

申
　
11
月
27
日
㈭
ま
で
（
消
印
有
効
）

に
、
は
が
き
に
出
場
部
門
、
住
所
、

氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
ク
ラ
ブ

加
入
者
は
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
の
上
、

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
へ

問
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　
平
井
☎

0
9
0
（
8
7
2
5
）
2
8
3
8

前回の講演会の様子

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー



教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ

ベ

ン

ト

①

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
講
演
会

　「
鎌
倉
道
と
木
下
街
道
」
の
テ
ー

マ
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
7
日
㈮
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
　
講
師
　
天
下
井
恵
会
員
　
参
加

費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

問
　
小
林
☎
（
4
9
1
）
1
7
3
7

◆
「
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
無
料
体
験

　
音
楽
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
子

ど
も
の
持
つ
感
性
や
リ
ズ
ム
感
、
集

中
力
な
ど
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
7
日
㈮
・
14
日
㈮

　
午
前
11

時
〜

　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象

　
1
〜
2
歳
、
2
〜
3
歳

問
　
増
田
☎
（
4
9
1
）
8
2
4
1

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
う
ぉ
〜
く

　
木
下
街
道
と
風
間
街
道
沿
い
に
は
、

多
く
の
ア
ト
リ
エ
や
工
房
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
10
会
場
を
巡
り
な
が
ら
、

芸
術
の
秋
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
7
日
㈮
〜
9
日
㈰

　
午
前
11

時
〜
午
後
5
時
　
入
場
料
　
無
料

※
案
内
マ
ッ
プ
は
事
務
局
の
す
ず
き

ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩さ

い
び美
（
堀
込
）
な
ど
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
す
ず
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩
美
☎

（
4
9
2
）
2
2
3
7

◆
シ
ニ
ア
初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習

　
社
交
ダ
ン
ス
が
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
の
あ
る
60
か
ら
80
代
ま
で

の
元
気
な
高
齢
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　【
初
級
】　
7
日
㈮
・

14
日
㈮
　
正
午
〜
午
後
2
時
・
白
井

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
21
日
㈮

正
午
〜
午
後
2
時
・
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
　【
中
・
上
級
】　
21
日
㈮
・

午
後
2
時
〜
3
時
・
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー

　
年
度
会
費

　
3
、
0
0
0

円
　
参
加
費

　
初
級
・
1
回
3
0
0

円
、
中
・
上
級
・
1
回
5
0
0
円
（
施

設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
N
P
O
法
人
日
本
シ
ニ
ア
ダ
ン

ス
連
盟
千
葉
県
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
育
成

協
会
し
ろ
い
支
部
　
海
老
原
☎
0
7

0
（
2
1
7
0
）
7
4
6
0

◆
あ
よ
う
祭

　
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校

で
は
、
小
・
中
学
部
の
児
童
生
徒
に

よ
る
劇
や
踊
り
、
音
楽
活
動
な
ど
の

舞
台
発
表
、
作
品
展
、
P
T
A
に
よ

る
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
8
日
㈯
　
午
前
9
時
35
分
〜

午
後
2
時
10
分

問
　
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学

校
☎
0
4
（
7
1
8
7
）
0
8
3
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

子

育

て

公  

紙
を
使
っ
て
自
分
だ

け
の
す
て
き
な
帽
子
を

作
ろ
う

①
1
歳
児
「
す
み
れ
さ
ん
」

日
時
　
10
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

②
2
歳
児
「
た
ん
ぽ
ぽ
さ
ん
」

日
時

　
17
日
㈪

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
平
成
23
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
①
は
7
日
㈮
、
②
は
14
日
㈮
ま

で
に
電
話
か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

親
子
で
楽
し
く
過
ご

そ
う
&
い
ち
ご
ク
ラ
ブ

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と
読
み
聞
か
せ

を
楽
し
ん
だ
後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
40
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

駅  

チ
ビ
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　「
く
る
く
る
り
ん
ミ
ノ
ム
シ
」
を

作
っ
た
り
、
触
れ
合
い
遊
び
を
し
て

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
1
歳
か
ら
未
就
園
児
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）　

参
加
費

　
1
0
0
円
（
材
料
費
、
持

ち
帰
り
の
菓
子
代
）

申
　
7
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

西  

お
も
ち
ゃ
の
広
場

　「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
の
木

の
お
も
ち
ゃ
な
ど
で
親
子
で
遊
び
ま

し
ょ
う
。

　
子
育
て
支
援
団
体
「
な
ご
み
」
と

N
P
O
法
人
グ
ッ
ト
ト
イ
委
員
会
が

一
緒
に
開
催
す
る
広
場
で
す
。
子
ど

も
と
の
接
し
方
や
子
育
て
の
悩
み
な

ど
を
み
ん
な
で
話
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
11
月
13
日
㈭
、
1
月
8
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
1
歳
か
ら
未
就
園
児
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
時
間
を
区

切
っ
て
の
案
内
と
な
り
ま
す
。

駅  

ベ
イ
ビ
ー
タ
イ
ム

　「
リ
ン
リ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
作
り

や
触
れ
合
い
遊
び
、
洋
菓
子
を
食
べ

な
が
ら
茶
話
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
19
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
生
後
2
か
ら
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト
、

飲
み
物
（
保
護
者
用
）

参
加
費

　
1
5
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

申
　
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

白  

お
は
な
し
会

　
絵
本
は
母
と
子
を
つ
な
ぐ
愛
の
こ

と
ば
で
す
。
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、

た
く
さ
ん
の
絵
本
や
民
話
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
11
月
19
日
㈬
、
12
月
17
日
㈬
、

1
月
15
日
㈭
、
2
月
18
日
㈬
　
午
前

11
時
30
分
〜
11
時
50
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

冨  

ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
お

話
会

　「
お
は
な
し
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈮
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
（
自
由
参
加
）

冨  

電
車
＆
ミ
ニ
カ
ー
あ

そ
び

　
お
も
ち
ゃ
の
電
車
や
車
を
走
ら
せ

て
、
親
子
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
22
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

持
ち
物
　
電
車
車
両
（
電
池
込
み
）、

ミ
ニ
カ
ー

西  

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

&
ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス

　
子
ど
も
と
一
緒
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ
と
ヨ
ガ
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
4
日
㈭
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
0
歳
か
ら
1
歳
6
カ
月
ま
で

の
子
と
そ
の
保
護
者

　
12
組
（
申
し

込
み
順
）

講
師

　「
き
ら
り
〜
赤
ち
ゃ
ん
と
マ

マ
の
お
教
室
〜
」
主
宰

　
三
上
千
賀

さ
ん

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
27
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ク
リ
ス
マ
ス
&
シ

チ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ

　「
お
た
の
し
み
タ
イ
ム
」
で
サ
ン

タ
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
歌
い
ま
し

ょ
う
。

日
時

　
12
月
10
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
30

組
（
申
し
込
み
順
）

※
当
日
は
親
子
自
主
サ
ー
ク
ル
の
希

望
者
も
参
加
し
ま
す
。

持
ち
物
　
シ
チ
ュ
ー
皿
、
ス
プ
ー
ン
、

飲
み
物
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

日
時
　
8
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
柏
市
中
央
公
民
館
　
対
象
　

一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
原
っ
ぱ
の
会
の
学
習
会
〜
原
っ
ぱ

の
今
と
昔
を
ひ
も
と
く
〜

　
私
た
ち
の
ま
ち
の
原
っ
ぱ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
ど
う
し
て
こ
こ
に
咲
い
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
原
っ
ぱ
の
今

と
昔
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
日
㈰
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対

象
　
一
般
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
東
邦
大
学
　
西
廣
淳
准
教
授

ほ
か
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
7
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
メ

ー
ル
で
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原

っ
ぱ
と
森
の
会

　
矢
野
☎
0
8
0

（
5
0
8
7
）
7
2
3
5
・ y

m

h
arappa@

y
ah
oo.co.jp

へ

◆
あ
し
な
が
P
ウ
ォ
ー
ク
10

　
病
気
遺
児
や
災
害
遺
児
な
ど
を
支

援
す
る
「
あ
し
な
が
P
ウ
ォ
ー
ク
10
」

を
開
催
し
ま
す
。
約
10
㌔
の
道
の
り

を
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
9
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
（
受

け
付
け

　
午
前
9
時
〜
・
小
雨
決
行
）

場
所

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
コ
ス
モ
ス
広
場
（
印
西
市
）

参
加
費

　
大
人
5
0
0
円
、
高
校
・

大
学
生
3
0
0
円
、
中
学
生
以
下
1

0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
　
多
田
☎
（
4
9
1
）
3
6
4
4

◆
Ｄ
V
D
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
視
聴
会

　
映
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
3
部
作
」

の
第
3
部
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
た
た
か
い

（
丘
さ
と
み
出
演
）」を
上
映
し
ま
す
。

日
時

　
9
日
㈰

　
午
後
2
時
30
分
〜

4
時
30
分
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー

　
参
加
費
　
無
料
　

問
　
白
井
平
和
委
員
会

　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

桜   たまぴよ学級～身長・体重測定～ 
　みんなで集まって、子育てについて情報交換しま
せんか。妊娠中の人も参加することができます。
日時　20日㈭　午前10時30分～ 11時30分
対象　平成25年4月2日以降に生まれた子とそ
の保護者　10組（申し込み順）
■申　9日㈰までに電話か直接桜台センターへ

市スポーツ推進委員協議会が「優良団体表彰」
を受けました
　9月25・26日に、岩手県盛岡市ア
イスアリーナで行われた「第55回全
国スポーツ推進委員研究協議会岩手
大会」において、市スポーツ推進委
員協議会が、全国スポーツ推進委員
連合から「優良団体表彰」を受けま
した。
　表彰理由は、ほかの地域に先駆け、
市内の全中学校区に「総合型地域
スポーツクラブ」を設立したことや、
障害児を対象としたスポーツクラブ
を設立し指導に当たるなど、多くの市民に健康増進のための環境を
提供していることが認められたものです。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

代表で表彰式に参加した石﨑会長（左
側）、河本さん（中央）、鶴岡さん（右側）

文化会館の大ホール・中ホールの愛称と
ロゴマークが決定しました
　文化会館では、開館20周年を記念し、文化会館（大ホール・中ホール）
の愛称とロゴマークを市民の皆さんから募集し、投票を行いました。
　投票の結果、最も得票数の多かった次の愛称とロゴマークに決定しま
した。たくさんの投票、ありがとうございました。

■問　文化会館　☎（492）1121

【愛称】
●大ホール

　「なし坊ホール」
●中ホール

　「かおりホール」
●採用者
小林富美子さん、髙花葉月さん

【ロゴマーク】

●採用者
永原一磨さん

2014.11.17



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ

ベ

ン

ト

②

◆
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
講
演
会

〜
農
業
と
太
陽
光
発
電
の
共
用
事
業

の
推
進
〜

　
農
地
で
の
太
陽
光
発
電
（
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
が
一
定
条
件
の

も
と
農
林
水
産
省
か
ら
認
可
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
農
地
の
保
全
や
売
電

収
入
が
確
保
で
き
、
地
域
お
こ
し
も

期
待
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
住
む
地
域
で
も
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
普
及
を
進
め
る

た
め
に
、
実
践
者
を
迎
え
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
9
日
㈰
　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対
象

一
般

　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
上

総
鶴
舞
・
実
践
者

　
高
澤
真
さ
ん

　

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
白
井
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
　
横
山
☎
（
4
9

1
）
2
7
8
8
へ

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
「
写
遊
人
」
写
真
展

　
展
示
作
品
は
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
好

き
な
ジ
ャ
ン
ル
で
切
り
撮
っ
た
シ
ョ

ッ
ト
で
す
。
白
井
駅
と
西
白
井
駅
は

主
に
「
ワ
イ
ド
4
つ
切
り
」、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
は
「
半は

ん
せ
つ切
」
サ
イ
ズ
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
11
月
11
日
㈫
〜
19
日

㈬
・
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
11
月
20

日
㈭
〜
28
日
㈮
・
西
白
井
駅
コ
ン

コ
ー
ス
、
11
月
29
日
㈯
〜
12
月
9
日

㈫
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
ー

※
文
化
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
休
館
で
、

初
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
3
時
ま
で
で
す
。

問
　
須
藤
☎
（
4
9
1
）
8
8
1
3

◆
土
地
家
屋
調
査
士
登
記
相
談
会

　
土
地
の
境
界
問
題
や
土
地
分
筆
な

ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日
時

　
12
日
㈬

　
午
前
9
時
〜
正
午

場
所

　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局
・

成
田
出
張
所

問
　
千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
印

旛
支
部
　
飯
沼
☎
0
4
3
（
3
0
8
）

5
5
4
6

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
育
児
支
援
講

座
「
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」

　
く
や
ま
小
児
科
医
院
の
久
山
登
院

長
に
赤
ち
ゃ
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
12
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分
　
場
所
　
印
西
市
立

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
　
対

象
　
妊
婦
、
子
育
て
中
の
母
親
や
そ

の
家
族
　
参
加
費
　
無
料

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
家
事
家
計
講
習
会

　「
子
ど
も
2
人
の
入
学
を
ひ
か
え

た
家
計
」「
夕
食
6
時
で
子
ど
も
も

機
嫌
よ
く
」「
朝
の
家
事
の
区
切
り

を
つ
け
て
」
の
講
習
の
後
、
質
問
や

食
費
の
予
算
立
て
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
①
14
日
㈮
・
印
西
市

立
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
、
②
18
日

㈫
・
鎌
ケ
谷
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
、
③
29
日
㈯
・
鎌
ケ
谷
東
初
富
公

民
館
　
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午
　

対
象
　
一
般
　
①
40
人
、
②
30
人
、

③
10
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

4
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
全
国
友
の
会
松
戸

支
部
鎌
ケ
谷
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
区
　
鷺
沼
☎
（
7
6
7
）
8
2
1

0
へ

◆
湖
翔
祭

　
千
葉
県
立
湖
北
特
別
支
援
学
校（
我

孫
子
市
）
で
は
、
生
徒
た
ち
に
よ
る

作
業
製
品
の
販
売
会
や
作
品
展
、
発

表
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
15
日
㈯
　
午
前
9
時
40
分
〜

午
後
2
時
15
分

問
　
千
葉
県
立
湖
北
特
別
支
援
学
校

☎
0
4
（
7
1
8
8
）
0
5
9
6

趣
味
・
教
養
・
学
習

福  
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
み

の
り
合
同
事
業「
収
穫
祭
」

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
収
穫
し
た
サ
ツ

マ
イ
モ
で
作
っ
た
菓
子
と
豚
汁
を
販

売
し
ま
す
。

日
時
　
5
日
㈬
　
午
前
11
時
30
分
〜

※
菓
子
や
豚
汁
は
各
1
0
0
円
で
、

な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

公  

そ
ば
打
ち
教
室

　
自
分
で
打
っ
た
、
打
ち
立
て
の
そ

ば
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
13
日
㈭
　
午
前
9
時
15
分
〜

午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
健
康
文
化
都
市 

夢
・
ふ
れ

あ
い
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
布
巾

参
加
費

　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

西  

フ
ル
ー
ツ
＆
ソ
ー
プ

カ
ー
ビ
ン
グ
講
座

　「
石
け
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

と
「
リ
ン
ゴ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
」
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
①
13
日
㈭
、
②
19
日
㈬
　
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

※
①
・
②
と
も
同
じ
作
品
を
作
り
ま

す
。
両
日
と
も
参
加
を
希
望
す
る
場

合
は
違
う
作
品
を
用
意
し
ま
す
。

対
象

　
一
般

　
各
回
12
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師

　
フ
ル
ー
ツ
＆
ベ
ジ
タ
ブ
ル
カ

ー
ビ
ン
グ
講
師

　
吉
原
美
智
子
さ
ん

持
ち
物
　
手
拭
き
タ
オ
ル

参
加
費
　
各
回
1
、
7
0
0
円
（
材

料
費
・
保
険
料
）

申
　
①
は
9
日
㈰
、
②
は
15
日
㈯
ま

で
に
電
話
か
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー
へ

西  

初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座

　
一
か
ら
学
べ
る
初
心
者
向
け
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
で
す
。

日
程
・
内
容
　
11
月
13
日
㈭
・
14
日

㈮
　
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
12

月
11
日
㈭
・
12
日
㈮
　
ワ
ー
ド
の
基

本
講
座

時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
高
校
生

以
上
　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
各
講
座
1
、0
0
0
円（
資

料
代
ほ
か
）

申
　
11
月
11
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  
安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　
20
か
ら
30
歳
代
ま
で
の
ひ
き
こ
も

り
で
悩
ん
で
い
る
人
や
家
族
の
皆
さ

ん
、
ど
な
た
で
も
一
度
来
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
11
月
14
日
㈮
、
12
月
12
日
㈮

午
後
3
時
〜
4
時
30
分

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  

普
通
救
命
救
急
講
座

　「
A
E
D
」
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

法
や
救
急
時
の
対
処
法
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。修
了
者
に
は「
救

命
講
座
修
了
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

日
時
　
15
日
㈯
　
午
前
9
時
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
12
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

西 「
と
も
し
び
の
夕
べ

コ
ン
サ
ー
ト
」

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
ろ
う
そ
く
を
と
も
し
て
、
東

日
本
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち

へ
の
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
16
日
㈰
　
午
後
5
時
〜
7
時

※
雨
天
時
は
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

内
で
開
催
し
ま
す
。

出
演
者
　
白
井
太
鼓
倶
楽
部
、
オ
カ

リ
ー
ナ
三
咲
ほ
か

冨  

趣
味
の
園
芸

　
農
園
の
冬
対
策
や
春
の
草
花
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
一
般

　
20
人
（
申

し
込
み
順
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具

申
　
15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

西  

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

講
座

　
紙
と
は
さ
み
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ

ー
ド
と
年
賀
状
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
28
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
家
　

秀
田
弓
子
さ
ん

持
ち
物

　
は
さ
み
、
セ
ロ
テ
ー
プ

参
加
費

　
4
0
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

申
　
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

西  

1
0
0
歳
ま
で
元

気
！
料
理
教
室

　
体
に
優
し
い
料
理
の
作
り
方
を
基

礎
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容
・
メ
ニ
ュ
ー
　
左
表
の

と
お
り
（
全
2
回
）

対
象
　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

※
希
望
す
る
人
は
、
自
宅
で
作
っ
た

み
そ
汁
20
㏄
を
持
参
す
る
と
「
塩
分

濃
度
測
定
」
が
で
き
ま
す
。

参
加
費
　
1
、
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
19
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

書
道
講
座
「
気
楽
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
楽
し
い

書
」

　
楽
し
く
「
書
」
を
学
び
、
お
気
に

入
り
の
文
字
で
小

し
ょ
う
ひ
ん
品
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
向
け
の
全
2
回
講

座
で
、
道
具
は
全
て
用
意
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

　
11
月
29
日
㈯

　
筆
の

持
ち
方
・
基
本
的
な
筆
使
い
な
ど
書

の
基
本
を
学
ぶ
、
12
月
6
日
㈯

　
1

〜
2
文
字
の
小
品
を
作
る

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以

上
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
け
や
き
書
道
サ
ー
ク
ル
講
師

野
路
利
幸
さ
ん

駅  漢字検定
　日本漢字能力検
定の2級～ 10級を
受検することがで
きます。
日程　1月31日㈯
受検時間　右表の
とおり
検定料
2級・3,500円、準2～ 4級・1,800円、5～ 7級・1,500
円、8～ 10級・1,000円
持ち物　HBかBの鉛筆またはシャープペンシル、
消しゴム
■申　12月18日㈭までに検定料持参の上、直接白
井駅前センターへ

漢字検定
級 受検時間
2級 10：00 ～ 11：00
準2級 11：50 ～ 12：50

8・9・10級 11：50 ～ 12：30
3・5・7級 13：40 ～ 14：40
4・6級 15：30 ～ 16：30

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
参
加
費

持
参
の
上
、
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

白
井
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
講
座
「
料
理
人

に
習
う
和
食
」

　
優
し
く
料
理
を
教
え
て
く
れ
る
親

方
の
も
と
、
弟
子
に
な
っ
た
気
分
で

「
自じ

ね
ん
じ
ょ

然
薯
入
り
だ
し
巻
き
卵
」
な
ど

の
自
然
薯
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
30
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

2
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
9

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
東
京
月
島
「
い
し
津
」　
石

津
正
一
店
主

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
17
日
㈪

ま
で
に
参
加
費
持
参
の
上
、
直
接
白

井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

西  

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

講
座
〜
ア
ロ
マ
の
香
り

に
包
ま
れ
て
〜

　
手
荒
れ
の
季
節
、
好
き
な
香
り
の

ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
を
作
っ

た
後
、
肘
ま
で
の
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
3
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
一
般

　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
A
E
A
J
認
定 

ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
浅
野

あ
ら
た
さ
ん

持
ち
物

　
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

日程表
日時 内容・メニュー

11月26日㈬
10：00 ～ 13：00

もっと魚を食べよう「魚のさ
ばき方」教室
・アジのカルパッチョ 
・イワシのつみれ汁ほか

1月14日㈬
10：00 ～ 13：00

バランスよく食べよう「ご飯
にあうヘルシーメニュー」
・牛乳を入れた白い麻婆豆腐
・具だくさんのみそ汁ほか

活  市民による市民のための市民講座
「地元農家を知って、
食生活を豊かにしよう！」
　地元で長年農業に従事され、現在も農産物の生産
向上とその有効活用（加工）に情熱を注がれている
「白井市農産物加工研究会」の湯浅美代子代表を市
民講師に迎え、農家としての長年の夢と地元で取れ
る農産物を用いた加工食品を紹介します。
　郷土菓子「ばらっぱまんじゅう」や梨ジャム、み
その作り方の説明もあります。
日時　15日㈯　午後1時30分～ 4時
場所　白井駅前センター
対象　市内在住・在勤者　30人（申し込み順）
持ち物　筆記用具
■申　8日㈯までに電話か直接市民活動推進センターへ
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募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
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◆
「
白
井
市
陶
芸
団
体
連
絡
協
議
会

（
陶
芸
連
）」
会
員
募
集

　
陶
芸
品
の
制
作
や
展
示
会
へ
の
出

品
な
ど
を
通
し
て
、
一
緒
に
陶
芸
を

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
、
初
心
者
に
は
懇
切

丁
寧
に
教
え
ま
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
陶

芸
に
関
心
の
あ
る
60
歳
以
上
の
市
民

問
　
曽
我
☎
0
9
0
（
6
1
6
5
）

2
0
3
3

◆
平
成
27
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学
校

入
学
生
募
集

　
自
治
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
興
味
の
あ
る
県
内
在
住
の
55
歳

以
上
の
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
願
書
は
県
生
涯
大
学
校
各
学
園
や

県
高
齢
者
福
祉
課
、
市
高
齢
者
福
祉

課
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
あ
り

ま
す
。

募
集
期
間

　
11
月
10
日
㈪
〜
12
月
26

日
㈮
　
対
象
　
昭
和
35
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人

問
　
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
☎

0
4
3
（
2
6
6
）
4
7
0
5

◆
税
を
考
え
る
週
間

　
国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署
で
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
基
礎
と
な
る

「
税
」
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で

を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
国
税
局
や
税
務
署
が
行
っ
て

い
る
業
務
を
ド
ラ
マ
仕
立
て
の
映
像

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
　
成
田
税
務
署
☎
0
4
7
6
（
2

8
）
5
1
5
1

◆
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　
狩
猟
期
間
は
毎
年
11
月
15
日
か
ら

翌
年
の
2
月
15
日
ま
で
で
す
。

　
狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

の
な
い
よ
う
に
安
全
な
狩
猟
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
野
外
で
活
動
す
る
場
合
は
目
立
つ

服
を
着
用
し
、
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る

な
ど
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
　
千
葉
県
自
然
保
護
課
☎
0
4
3

（
2
2
3
）
2
9
7
2

◆
白
井
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

　
N
P
O
法
人
白
井
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
に
加
入
し
て
い
る
11

団
体
と
認
知
症
予
防
「
白
井
脳
い
き

い
き
教
室
」
の
活
動
内
容
紹
介
や
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
、
模
擬
店
、
野
菜
販
売
な
ど
を
行

い
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は「
ユ
ー
カ
リ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

に
よ
る
楽
器
演
奏
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
15
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

体
験
コ
ー
ナ
ー
内
容
　
手
話
、
録
音

に
よ
る
音
声
訳
、
お
も
ち
ゃ
遊
び
、

絵
手
紙
作
り
、
パ
ソ
コ
ン
、
テ
ー
ブ

ル
花
（
生
け
花
）、
小
物
作
り
な
ど

問
　
N
P
O
法
人
白
井
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
　
入
江
☎
（
4
9

2
）
2
0
7
0

◆
き
り
と
も
祭

　
社
会
福
祉
法
人
桐
友
学
園
（
柏
市
）

で
は
、
園
児
や
利
用
者
、
近
隣
の
人

た
ち
に
よ
る
作
品
展
示
や
販
売
、
ス

テ
ー
ジ
で
の
発
表
な
ど
を
行
う
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
（
雨
天
決
行
）

問
　
桐
友
学
園
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

5
2
7
7

◆
家
庭
倫
理
の
会
白
井
市 

子
育
て

カ
フ
ェ
「
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
・

〜
愛
の
手 

母
の
手 

優
し
い
手
〜
」

　
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
話
し
合
い
な

が
ら
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
、

子
ど
も
連
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。

日
時
　
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
ザ
・
ワ
ー
ク
ス
（
冨
士
）　

参
加
費
　
大
人
5
0
0
円
、
子
ど
も

1
0
0
円
（
茶
菓
代
）

申
・
問

　
前
日
ま
で
に
電
話
で
小
西

☎
（
4
9
1
）
6
4
1
5
へ

◆
白
井
ミ
ニ
福
祉
機
器
展

　
新
し
い
福
祉
機
器
や
情
報
を
知
り
、

身
近
で
見
て
体
験
で
き
る
福
祉
機
器

展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
南
山
第
一
住
宅
集
会

所
　
参
加
費
　
無
料

問
　
ケ
ア
グ
ル
ー
プ「
あ
い
・
あ
い
」

☎
（
4
9
2
）
1
2
3
6

◆
紛
争
解
決
の
プ
ロ
が
話
す
「
集
団

的
自
衛
権
」

　「
九
条
が
あ
る
か
ら
で
き
る
国
際

貢
献
っ
て
何
？
」
を
題
材
に
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
海
外
で
紛
争
解
決

に
あ
た
っ
て
き
た
経
験
を
も
と
に
、

現
場
で
考
え
た
平
和
論
を
語
り
ま
す
。

日
時
　
16
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
10
分
　
場
所
　
市
文
化
会
館
中

ホ
ー
ル
　
講
師
　
東
京
外
語
大
学
　

伊
勢
崎
賢
治
さ
ん
　
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、

保
育
を
希
望
す
る
人
は
13
日
㈭
ま
で

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
し
ろ
い
・
九
条
の
会
　
奥
山
☎

（
7
6
7
）
2
8
4
3

◆
視
覚
障
害
者
の
つ
ど
い

　
白
井
市
視
覚
障
害
者
「
白
井
あ
ゆ

み
の
会
」
と
一
緒
に
社
会
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
話
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
17
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
11
時

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
対
象

市
内
在
住
の
視
覚
障
害
者
お
よ
び
そ

の
家
族

　
参
加
費

　
無
料

問
　
黒
澤
☎
（
4
4
3
）
8
4
8
0

◆
地
域
防
災
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
（
地

域
・
学
校
防
災
教
育
セ
ミ
ナ
ー
）

　
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
防
災
に
関
す
る
講
演
や
先
進
的

な
防
災
教
育
の
事
例
報
告
な
ど
を
行

い
ま
す
。

日
時

　
19
日
㈬

　
午
前
11
時
〜
午
後

4
時
10
分
　
場
所
　
千
葉
市
文
化
セ

ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
　
4
9
3
人

（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
7
日
㈮
ま
で
に
「
地
域
防

災
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
（
千
葉
会
場
）」、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
〒
2
6
0
―
8
6
6
7

　

千
葉
県
防
災
政
策
課
（
住
所
記
載
不

要
）
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
1
7

6
・

0
4
3
（
2
2
2
）
5
2
0

8
・

 b
o
u
s
a
i-e
v
＠
m
z
.

pref.ch
iba.lg

.jp

へ

◆
医
療
市
民
講
座

　「
ワ
ク
チ
ン
予
防
可
能
疾
患
」
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
20
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
　
場

所
　
市
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
対
象

一
般

　
2
0
0
人
（
先
着
順
）　
参

加
費

　
無
料

問
　
白
井
聖
仁
会
病
院
総
務
課
☎

（
4
9
1
）
3
1
1
1

◆
青
空
保
育
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
公
開

保
育

　
秋
空
の
下
、
母
と
子
で
一
緒
に
外

遊
び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
21
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後

0
時
30
分
（
雨
天
中
止
）　
場
所

　

白
井
運
動
公
園

　
対
象

　
2
歳
前
後

の
子
ど
も
と
保
護
者

　
持
ち
物

　
弁

当
、
水
筒
（
お
茶
か
水
）、
お
し
ぼ
り
、

敷
物
、
着
替
え
、
筆
記
用
具

　
参
加

費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
　
熊
谷
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
6

1
6
8

◆
白
井
市
平
塚
田
園
自
然
再
生
活
用

協
議
会
　

①
ぐ
る
っ
と
一
周
平
塚
の
里

　
白
井
市
平
塚
地
区
は
日
本
の
原
風

景
で
あ
る
里
地
里
山
が
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
晩
秋
の
中
、
こ
の
地
区
を
そ
ぞ
ろ

歩
き
し
な
が
ら
、
里
山
の
自
然
、
寺

社
、
文
化
財
そ
し
て
歴
史
を
堪
能
し

ま
せ
ん
か
。

日
程

　
22
日
㈯

　
午
前
10
時
15
分
〜

正
午
（
雨
天
中
止
）　
集
合
場
所

　

N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
の
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
（
延
命
寺
北
側
）　
対

象
　
市
民

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾

増
木
豊
理
事
　
参
加
費
　
1
0
0
円

（
保
険
料
ほ
か
）

②
農
業
体
験
講
座「
小
麦
の
栽
培
体
験
」

　
小
麦
の
種
子
蒔ま

き
や
麦
踏
み
、
収

穫
作
業
を
実
際
に
体
験
で
き
ま
す
。

　
収
穫
後
に
は
、
で
き
た
小
麦
粉
を

参
加
者
に
配
布
し
ま
す
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

（
雨
天
中
止
）　
集
合
場
所

　
N
P

O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
の
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
（
延
命
寺
北
側
）　
対
象

　

市
民

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）　
講

師
　
平
塚
地
区
農
家
ほ
か
　
持
ち
物

長
靴
、
軍
手
、
飲
み
物

　
参
加
費
　

5
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
、
収
穫
ま

で
含
む
）

申
・
問

　
①
・
②
と
も
19
日
㈬
ま
で

に
電
話
で
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境

塾
事
務
所
☎
（
4
0
4
）
3
2
9
8

（
月
・
水
・
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
）
へ

◆
白
井
近
隣
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま

す
の
で
、
興
味
が
あ
る
人
は
来
て
く

だ
さ
い
。

日
時
　
23
日
㈷
　
午
前
9
時
30
分
〜

（
開
場
　
午
前
9
時
〜
）　
場
所
　

中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン
大
ホ
ー
ル

（
堀
込
）　
入
場
料
　
無
料

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
平
岡
☎
（
4
9
1
）
1
6
5
3

◆
在
宅
介
護
講
演
会

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
在
宅
療
養
の

た
め
に
、
北
総
白
井
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
所
長
が
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
訪
問
看
護
の
活
用
方
法
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
講
演
会
終
了

後
は
個
別
の
介
護
相
談
も
行
い
ま
す
。

日
時

　
23
日
㈷

　
午
後
3
時
〜
3
時

45
分

　
場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般

　
参
加
費

　
無
料

問
　
北
総
白
井
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
☎
（
4
9
8
）
1
0
8
8

◆
印
旛
沼
環
境
基
金
設
立
30
周
年
記

念
座
談
会
「
い
ん
ば
沼
の
生
き
も
の

た
ち
の
こ
れ
か
ら
」

　
鳥
類
や
魚
類
、
そ
し
て
外
来
生
物

の
専
門
家
た
ち
と
一
緒
に
、
印
旛
沼

の
生
き
も
の
た
ち
の
現
状
か
ら
今
後

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時

30
分
　
場
所
　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ

ー
佐
倉
ホ
ー
ル
　
講
師
　
日
本
野
鳥

の
会
　
浅
野
俊
雄
さ
ん
ほ
か
　
対
象

一
般
　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
4
日
㈫
か
ら
電
話
で
佐
倉

市
役
所
環
境
政
策
課
☎
0
4
3
（
4

8
4
）
4
2
7
8
（
平
日
の
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
）
へ

◆
成
年
後
見
制
度
研
修
会

　
県
民
や
福
祉
関
係
者
を
対
象
に
、

子

ど

も

冨  
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
千
葉
県
牛
乳
普
及
協
会
の
人
と
一

緒
に
「
パ
ン
ケ
ー
キ
ツ
リ
ー
」
を
作

ろ
う
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象
　
小
学
生
　
15
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

申
　
15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

白  

子
ど
も
陶
芸
教
室

　
手
先
を
上
手
に
使
っ
て
、
葉
っ
ぱ

の
模
様
の
お
皿
を
作
ろ
う
。

日
時
　
30
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
15
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師
　
陶
芸
家
　
星
ヨ
シ
ミ
さ
ん

参
加
費
　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

イ

ベ

ン

ト

③

「
お
笑
い
芸
人
」
と
の
掛
け
合
い
な

ど
を
通
し
て
、
面
白
く
分
か
り
や
す

く
成
年
後
見
制
度
の
概
要
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
　
場
所
　
千
葉
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
　
3
0
0
人

（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
5
0
0

円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
参
加
申
込
書
（
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
千
葉
県

社
会
福
祉
協
議
会
千
葉
県
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
0
4
）
6

0
1
2
・

0
4
3
（
2
0
4
）
6

0
1
3
・ sm

ile@
ch
ibak
en

sh
ak
y
o.com

へ

◆
エ
ス
ト
レ
ー
ラ
バ
レ
エ
発
表
会

　「
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
」「〝
コ
ッ

ペ
リ
ア
〞
よ
り
第
3
幕
」
を
上
演
し

ま
す
。

日
時

　
30
日
㈰

　
午
後
3
時
30
分
〜

（
開
場

　
午
後
3
時
〜
）　
場
所

　

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
対
象
　
一

般
　
入
場
料
　
無
料

問
　
荒
井
☎
0
4
（
7
1
8
9
）
5

8
8
5

◆
犯
罪
被
害
者
週
間
「
千
葉
県
民
の

つ
ど
い
」

　「
東
名
高
速
酒
酔
い
ト
ラ
ッ
ク
事

故
」
の
被
害
者
遺
族
に
よ
る
講
演
と
、

千
葉
県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
7
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
千
葉
県
教
育
会
館
大

ホ
ー
ル
（
千
葉
市
）　
対
象
　
一
般

参
加
費
　
無
料

問
　
千
葉
県
環
境
生
活
部
生
活
安
全

課
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
3
3
3

葉っぱのお皿
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

日 月 火 水 木 金 土

1
■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

2 3 4 5 6 7 8
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■防災訓練（9：30 ～
白井第二小学校）

【文化の日】 ■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談
■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00白井駅前センター）

□心配ごと相談 ■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

9 10 11 12 13 14 15
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）

■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）
□心配ごと相談
※弁護士来所
□障害者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□こころの相談（医師）
□女性生き生き相談
■人権相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談 ■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

16 17 18 19 20 21 22
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

■心配ごと相談 出張
相談(10：00 ～ 15：00
福祉センター）
■どんぐり広場子育
て相談(10：30 ～ 12：
00保健福祉センター）

■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00西白井複合セン
ター）

□心配ごと相談
□障害者就労相談
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談 ■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

23 24 25 26 27 28 29
【勤労感謝の日】
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

【振替休日】 ■議会定例会開会
（10：00 ～議場）

□心配ごと相談
※弁護士来所
□障害者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
□交通事故相談
■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

□心配ごと相談
□木造住宅無料耐震
相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

30
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

乳幼児健診
健康課母子保健班☎(497)3495

健康相談
健康課健康づくり推進班☎(497)3494

文化会館 ☎(492)1121 プラネタリウム館 ☎(492)1125

図書館 ☎(492)1122

項　目 日　時 内　容 対　象 場 所

おはなし
かい

5日・12日・19日・
26日（各水曜日）
15：30 ～

絵本の読み聞
かせなど

一人でお話を
聞ける子ども

おはなし
のへや

親子おは
なしかい

26日㈬
11：00 ～

わらべうた、
絵本の読み聞
かせなど

市内在住の小
学校未就学児
とその保護者

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7時ま
で、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。
3日㈷、23日㈷は午後5時まで開館し、4日㈫、25日㈫は休館します。

項　目 内　　容 日　程 料 金

常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代まで
の白井を紹介
期間限定で浮世絵を展示
11月14日㈮～ 12月27日㈯

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

展示替えのため5日㈬、13日㈭は臨時休館となります。

郷土資料館 ☎(492)1124

各　種　相　談

 文化センターからのお知らせ　
　文化センターは、3日㈷文化の日、23日㈷勤労感謝
の日を開館し、4日㈫、25日㈫を臨時休館します。

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●
桜台出張所 ● ● ●
白井駅前出張所 ● ● ●
冨士出張所 ● ● ● ● ● ●
公民センター出張所 休所 ● ●

証明書などの発行日　市民課　内線3147
※●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる

日です（祝日は発行できません）。

　土・日曜日は、戸籍謄本･抄本は発行できません。

　発行時間は午前8時30分から午後5時15分までです。

□消費生活相談　月～金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所消費生活センター
内線3294　商工振興課　内線3241
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
職業紹介所　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター (要予約）　
企画政策課　内線3355
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日は9:00から
窓口で受付順　9：30から電話受付も行い
ますが、窓口受付優先）　保健福祉セン
ター社会福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□障害者就労相談　毎週水曜日
10：00 ～ 16：00　保健福祉センター社会
福祉課☎（497）3497（前々日の月曜日午
後4時までに要予約。月曜日が祝・休日の
場合は金曜日まで。）
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（予約優先）　保健福祉セ
ンター保健福祉相談室☎（497）3491
□交通事故相談　第4木曜日
10:00 ～ 12：00　13：00 ～ 14:30（予約優先）
市役所相談室　市民安全課　内線3322
□木造住宅無料耐震相談　原則毎月最終金
曜日　10:00 ～ 16:00　市役所相談室　建
築指導課　内線3223（4日前までに要予約）

日 程 時　間 場　　所

7日㈮ 11:00 ～ 12:30 冨士センター

14日㈮
10:00 ～ 11:30

保健福祉センター

19日㈬ 西白井複合センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。14日㈮は食事や
栄養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定する
ことができます。

日 程 場 所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
12日㈬

○保
9:30 ～ 10：00

26年6月生まれの人には個人通知
21日㈮ 13：15 ～ 13：45

かみかみ教室
26日㈬ ○保 9:45 ～ 10:00 26年1月生まれの人には個人通知

1歳6カ月児健康診査
18日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 25年4月生まれの人には個人通知
28日㈮

2歳児歯科健康診査
19日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 24年5月生まれの人には個人通知

3歳児健康診査
 7日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 23年5月生まれの人には個人通知
11日㈫

※場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

項　目 内　　容 日　時 料 金

子ども向け
投映
ロイ君アワー

ぼくたち惑星8きょうだ
い　(45分間)

日曜日
11：30

市内
大人210円、
子ども100円
市外
大人320円、
子ども160円
各 回 開 始30
分前から券
売

一般向け
投映

ゴッホが描いた星空
(50分間)

土・日曜日
13：30・15：00

星を見る会

ドームで星空解説の後
実際の星空で、月・天王
星ほか観望します
(雨天曇天はドーム内解
説のみとなります）

1日㈯
17：30 ～ 18：45

大人200円
子ども無料

昼間の星
を見る会

太陽の表面を観望します
（天候により中止の場合
あり）

3日㈷
11：30 ～ 13:30 無　料

プラチナア
ワー（シニ
ア向け）

60 ～ 80年代の音楽とき
らりと光るプラチナのお
話し
今回の話題は「変光星」
です（40分間）

6日㈭・8日㈯
11：30 ～ 12:10 市内

大人210円、
市外
大人320円ちょと知り

たい大人の
ための天文
教室～秋～

秋のテーマは「月」（全3
回）
第３回「月の動き」です
（前日までに要予約）

13日㈭
11：00 ～ 12：00

天文講演会
（予約制）

「はやぶさからのおみや
げpart ２」
講師：長尾　敬介先生
（東京大学大学院教授）

15日㈯
16：30 ～ 17：45

大人200円
子ども無料
先着86人
講演会前日
まで予約
受付

勤労感謝の
日企画
熟睡プラ寝
たリウム
（大人向け）

満天の星の下でリラック
スできる時間をプレゼン
ト　（40分間）

23日㈷
16：10 ～ 16：50

市内
大人210円、
市外
大人320円

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ
1日㈯
～
3日㈷

中 市民文化祭
展示（一般部門） 9：00 

無 料 文化課
☎（492）1123

3日㈷ 大 市民文化祭
芸能発表会 12：30

 7日㈮ 中 市民文化祭
展示（学校部門）  9：00

8日㈯
大 市民文化祭

音楽祭（1日目） 10：00

中 市民文化祭
展示（学校部門）  9：00

9日㈰
大 市民文化祭

音楽祭（2日目） 11：00

中 市民文化祭
展示（学校部門）  9：00

11日㈫
12日㈬ 中 市民文化祭

展示（学校部門）  9：00

15日㈯ 中
捨てられる命「ゼロ」
を目指して！「ノー
・ヴォイス」上映会

14：00 事前問い合わせ
アニマルフレン
ド事務局 小野寺
☎（491）2887

16日㈰

大 小学校区単位のまち
づくりシンポジウム 13：30 無 料 市民活動支援課

☎（492）1111

中 紛争解決のプロが話
す「集団的自衛権」 13：30 無 料

しろい・九条の
会　奥山
☎（767）2843

18日㈫
大 理容フェスティバル

カラオケ大会 10：00
無 料 荒木

☎（492）0618
中 理容師文化展作品展

示 9：00

20日㈭ 中 医療市民講座「ワク
チン予防可能疾患」 10：00 無 料 白井聖仁会病院

☎（491）3111

23日㈷ 大 市民文化祭 ダンス
フェスティバル 12：30

無 料

文化課
☎（492）1123

29日㈯ 中 ピアノ発表会 11：00 野上
☎04(7191)1006

30日㈰
大 エストレーラバレエ発

表会 15：30 荒井
☎04(7189)5885

中 健寿式～しろい健寿の
集い～ 14:00 蓮井

☎080(1360)9881
※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。


